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学
校
と
家
庭
と
地
域
を
結
ぶ

　
　
　
　
　
　
香
深
井
小
学
校
・
学
校
だ
よ
り
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　１日（木） お便り配り　

　２日（金） ＰＴＡ発表練習②

　３日（土） 学芸会もちつき

　５日（月） 全校朝会

　６日（火） ＡＬＴ　ＰＴＡ発表練習③　

　８日（木） 学芸会総練習　

　９日（金） ＰＴＡ発表練習④

１１日（日） 学芸会　ＰＴＡ慰労会　

　　　　　　 フットサル後援会総会

１２日（月） 体育の日

１３日（火） 振替休業日

１４日（水） 全校朝会　中期クラブ

　　　　　　　教育相談（～１６日）

１９日（月） 全校朝会　後期委員会 

２０日（火） ＡＬＴ 個人懇談（～２３日） 

２２日（木） 職員会議

２４日（木） 中期クラブ

２５日（日） はちまる交流会

２６日（月） 午前授業（給食あり）

２７日（火） 全校朝会　ＡＬＴ　日本習字

３１日（土） 公開礼文検定

　
九
月
十
八
日
、
昨
年
の
プ
レ
大
会
に
続
き
、
全
道
の
へ
き
地
複
式
研
究
大
会
が
礼
文
町
で

行
わ
れ
、
香
深
井
小
学
校
が
授
業
公
開
を
行
い
ま
し
た
。
七
〇
名
の
教
職
員
、
保
護
者
そ
し

て
議
員
さ
ん
、
教
育
委
員
さ
ん
は
じ
め
地
域
の
方
が
来
校
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
曽
我

部
先
生
、
飯
田
先
生
、
岸
田
先
生
そ
し
て
柳
先
生
な
ど
、
香
小
の
元
校
長
・
教
頭
先
生
の
な

つ
か
し
い
顔
も
あ
り
ま
し
た
。
大
勢
の
お
客
さ
ん
が
見
守
る
中
で
、
子
ど
も
た
ち
は
緊
張
し

な
が
ら
も
意
欲
的
に
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
　

　今年の学芸会のスローガンは「１人１人の力をいかして、９人で作り上げる学芸会」に決ま

りました。三浦児童会長（６年）と八木副会長（５年）の新書記局が提案し、全校で決定しま

した。同時に、全校での練習も始まり、踊りや太鼓、歌や器楽、そして全校劇の「寿限無」な

ど、高学年のリーダーを中心に練習に取り組んでいます。

　各学級が工夫して発表する演目も決まりました。

１年生が国語の学習を活かしての群読。２・３年生

は自分たちで作詞・作曲の歌の発表。そして、５・

６年生は、伝統の桃岩太鼓に挑戦します。子どもた

ちの心意気を受け止め声援をお願いします。　

　礼文学の取り組みとして、「地域の先輩から学び、ふるさと礼文に誇りが持てる心を

育てよう」と、地域の先輩から子どもたちが学ぶという活動をすすめてきました。８月

３０日には、香深井地区の大先輩・大友健吉さんを講師に招いて学習会を行いました。

テーマは「ふるさとの自然」でした。礼文の大切な恵である利尻昆布。昆布をはじめ漁

業資源を守っていくためには、豊かなの海を残す努力が必要であり、そのために、香深

井・礼文の自然を大切にすることです

と、お話して頂きました。香深井川に

流れ込む沢の名前についても詳しく教

えてくれました。１年生も最後まで集

中して聴いていました。

　最後に子ども一人ひとりにプレゼン

トと激励の声をかけて頂きました。

　
来
校
し
た
お
客
さ
ん
に
、
子
ど
も
た
ち
が
「
香
小
昆
布
」

を
配
布
し
て
お
も
て
な
し
を
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
育

て
た
昆
布
を
袋
詰
め
に
し
て
、
研
究
大
会
で
配
る
計
画
を
立

て
ま
し
た
。
当
日
は
授
業
後
、
二
年
生
以
上
の
子
ど
も
た
ち

が
、
学
校
研
究
の
発
表
で
体
育
館
に
集
ま
っ
た
参
加
者
一
人

ひ
と
り
に
手
渡
し
ま
し
た
。
み
ん
な
笑
顔
で
受
け
取
っ
て
頂

き
ま
し
た
。
　

子
ど
も
た
ち
が
「
香
小
昆
布
」
で
お
も
て
な
し

各学級の演目も決まりました！

スローガンは「１人１人の力をいかして、９人で作り上げる学芸会」です

ー地域の先輩を講師に「ふるさとの自然」を学ぶー

１年生の作文の授業

２・３年生の物語の授業

５・６年生の平均・比例の授業 香小昆布を手渡しました

みんなで協力して作る全校劇

子どもたちの質問にも答えてくれました

「
エ
イ
ヤ
ー
」
と

元
気
よ
く
歌
の
練
習

裏面に続く・・・
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九
月
八
日
、
一
回
延
び
た
陸
上
記
録
会
が
船
小
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
大
会
で
は
全
体
で
三
つ
の
新
記
録
が
出
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
練
習

の
成
果
が
発
揮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
香
小
に
つ
い
て
は
、
二
年
生
の
山
本
さ

ん
が
マ
ラ
ソ
ン
低
学
年
の
部
で
新
記
録
を
出
し
二
位
に
入
り
ま
し
た
。
走
っ

た
り
、
跳
ん
だ
り
、
投
げ
た
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ
得
意
・
不
得
意
が
あ
り
ま
す

が
、
全
員
、
自
分
の
目
標
に
挑
戦
し
、
強
い
気
持
ち
で
最
後
ま
で
や
り
切
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
地
域
の
皆
さ
ん
、
応
援
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　

　
今
年
の
学
芸
会
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
発
表
は
、
流
行
の
ダ

ン
ス
や
歌
で
は
な
く
、
香
小
伝
統
の
桃
岩
太
鼓
で

す
。
春
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
で
、
香
小
伝
統
の
桃
岩
太

鼓
を
継
承
し
て
い
く
た
め
に
、
子
ど
も
た
ち
に
見

せ
て
聞
か
せ
な
が
ら
、
「
い
つ
か
は
挑
戦
し
た
い

」
と
い
う
思
い
が
わ
く
よ
う
に
と
取
り
組
み
ま
す

。
子
ど
も
の
教
育
活
動
を
支
え
る
大
人
の
が
ん
ば

り
で
す
。

　
今
回
の
学
芸
会
で
は
、
高
学
年
は
自
ら
、
桃
岩

太
鼓
に
挑
戦
し
舞
台
で
発
表
す
る
予
定
で
す
。
香

小
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
太
鼓
と
、
子
ど
も
た
ち
の
太
鼓

が
響
き
合
い
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

　９月２７日は、うちの学校と結びつきが強い「礼宝園」のおまつりでした。香

小はこの間、礼宝園まつりに継続的に参加していて、全校あげての太鼓や踊りを

発表してきました。開会式で、香深井自治会長の藤田さんが挨拶。地区の中で、

礼宝園と香深井小が交流していることを紹介してくれました。春には、花壇作業

のあと、歌を歌ったり、見内神社祭では、鼓笛の演奏をしたりと、礼宝園とのつ

ながりを大切にしています。

　香深井小学校では、長谷川好美さんの支援・指導を受けて、養殖昆布に取り組み、干

して、切りそろえて、パッケージングして「香小昆布」にすることができました。この

学習では、子どもたちが「手作り昆布」をどう活用したり、役立てようかを考え行動す

ることができました。大事な学習の内容です。

　その取り組みの一つとして３年・５年・６年の子どもたちが、朝１便で稚内に行く観

光客の中に入りながら、昆布の説明と製品を手渡しました。子どもたちの表現力を鍛え

るとともに、自分たちで作った誇りを感じながらの体験になりました。　

○１年生　「いろいろな沢の名前を教えてくれて

おもしろかった」

○２・３年生　「にしんがとれた頃の話が聞けて

よかった」

○５・６年生　「昔の街の様子や香深井のことを

教えてもらい勉強になった」

個人練習の成果が出て、最初の練習で

桃岩太鼓を最後まで通しました 大会が終わって記念撮影

女性の方と１対１で３年生も参加して 観光客に囲まれて ドイツの学生さんと

　昆布を受け取った方から、子どもた

ちにお礼のハガキや手紙が届きました

ので、一部紹介します。　

◎　こんにちは。大阪は岸和田市に住む

夫婦です。帰ってから、早速、だし汁で

おでんを炊き、そして煮物もつくりまし

た。息子や娘、近所の友だちにもこの話

をして、礼文と利尻昆布をアピールして

おきました。ほんとうにありがとうござ

いました。

◎　香深井小学校の皆様、こんにちは。

礼文からの帰りに思いがけず、小学生の

方から寒い冬から月日をかけて育てられ

た昆布の話を聞かせて頂きました。とて

もよい香りの昆布ですね。楽しい旅の思

い出となりました。（大阪）

　
こ
の
日
は
野
球
の
大
会
や

お
家
の
都
合
も
あ
り
七
名
で

踊
り
ま
し
た
。

低
学
年
女
子
の
マ
ラ
ソ
ン
（
一
キ
ロ
）
で

新
記
録
の
表
彰
が
あ
り
ま
し
た


